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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、道徳的自律の型が青年期にどのように出現し、どのように変容するのかに焦

点を当て、それらと親子葛藤の質、自己発達および精神的健康との関係を検討した。中学
生から大学生までの計 1091 名を対象にした 5 つの調査から，領域を越えて自由裁量権を
主張する「自由感肥大型」の青年の適応がもっとも不全であることが共通して認められた。
この道徳的退行現象の結果を包含する新しい青年期の道徳的自律の発達モデルが作成され
た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This research examined the relationships between development of moral autonomy 
and psychological adaptation in Japanese adolescents. Especially, it was focused how 
moral autonomy types appears and changes in adolescence. And relations of their 
types to quality of parent-child conflicts, self-development, and psychological health 
were analyzed. Five studies total 1091 adolescents, from junior high school students to 
undergraduate students, participated were conducted. As a result, it was found out in 
common that adaptation of the "over discretion type" adolescents who asserts the right 
of discretion across domains were the most insufficient. This result is contrary with the 
result of traditional adolescence research which suggested that parents over control 
weakened adaptation of adolescence. Rather, this result is parallel with adolescents' 
moral regression in Kohlberg theory. Based on these results, the model of the 
development of moral autonomy in adolescence was considered. 
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１．研究開始当初の背景 
 道徳性が社会的相互作用の中で発達する
ことは認知的発達理論と社会文化的理論に
共通する基本仮説である。特に、他者との葛
藤は、自他の視点の差違とその解決が求めら
れるため道徳的自律の主要な土壌となる。 
 他者との葛藤は領域調整の場として機能
する。中でも、親子葛藤は子どもの慣習領域
の発達にとって重要である（首藤・二宮 , 
2003）。青年は、親の権限が青年の個人的好
み、外見や友人関係の場面には及ばないこと、
親はこれらの場面にも権威を発揮しようと
すること、その結果が親子葛藤に発展するこ
とが見出されてきた（首藤, 2012）。親子葛藤
の程度は問題となる場面の性質によって異
なり、青年が個人領域から判断し親が慣習領
域から判断する場面で最も大きい。このよう
な親子の葛藤という社会的相互作用の中で、
青年の個人裁量権や自己決定権という自律
の発達と、状況に応じた権威の受容という社
会道徳的な発達が達成されるといえる。 
 親の権限が子どもの個人的な問題にまで
及び、子どもがその権威を受容せざるを得な
いとき、子どもの自己発達はどのような影響
をうけるのだろうか。逆に、青年の自由感が
慣習領域に及び、親がそれに従わざるを得な
いとき、青年の自己は発達するのだろうか。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、心理的離乳が求められる青年
期に焦点をあて、親子葛藤から青年期の道徳
的自律をとらえる。 
(2) 青年期の道徳的自律のタイプが青年関か
ら後期にかけてどのように変容するのかに
ついて、横断的方法により明らかにする。 
(3) 道徳的自律のタイプと青年期の自己発達、
および精神的健康との関連について分析し、
青年期の自律について新しいモデルを構築
する。 
 
３．研究の方法 
(1) 中学生と高校生の道徳的自律と自己形成 
調査協力者 愛知県内の公立中学校に在籍
する 12 歳から 15 歳（平均 14 歳）までの生
徒 243 名(男子 117 名，女子 126 名)、埼玉県
と東京都内の高校に在籍する 16歳から 18歳
（平均 16 歳 6 ヶ月）までの生徒 408 名(男子
217 名，女子 191 名)、合計 651 名が調査に
協力した。質問項目 社会道徳的場面－行儀、
小遣い、防犯、整理整頓、友人関係、健康管
理、ネット利用、髪型、趣味嗜好、勉強など
に関する 28 項目を作成した。協力者は各項
目について、＜理想とする決め方＞と＜実際
の決め方＞をそれぞれ 5 段階で回答した。子
どもの自己決定権意識が強い選択から順に 5
～ 1 と し て 得 点 化 し た 。 自 尊 感 情 －

Rosenberg によって作成された尺度の日本
語版（桜井，2000）の 10 項目を用いた（5
件法）。道徳的指向性－「用心深く生きる、
自分を大切にする、自分を高める、したたか
に生きる」という意味での「自愛の思慮」を
軸に青年の道徳観を測定する尺度（首藤 , 
2003）を用いた。原尺度は「向上的自愛」「道
徳的無力感」「保身の自愛」の 3 下位尺度 25
項目から構成される（5 件法）。手続き 質問
票は授業の中で配付、実施され、2 週間後に
回収された。回答は無記名。倫理上の配慮と
して、回答は自由であること、個別の回答内
容を学校に報告しないことを強調した。 
(2) 大学生の道徳的自律と精神的健康 
調査協力者 首都圏の大学に在籍する学生
195 名(女子 89 名，男子 106 名)とその保護者
が調査に協力した。すべてのデータのそろっ
た 148 組が分析の対象になった。平均年齢は
20 歳、全員が自宅生であった。調査項目 道
徳的自律－反社会、礼儀作法、健康管理、趣
味・嗜好、友達関係、身体・外見、勉学・進
路の 7 場面、場面ごとに 3 項目、合計 21 種
類の社会道徳的行為が描かれた。行為ごとに
4 種類の質問が用意された。質問 1：子ども
の自己決定性[4 段階]、質問 2：親権威の正当
性[4 段階]、質問 3：親の権限の受容／自己決
定(大学生と親との意見が合わないとき、最後
はどうするのがよいか)［2 段階］、質問 4：親
介入の予期(あなたの親はどのようなかかわ
り方をすると思うか)[4 段階]。心理的健康－
UPI（University Personality Inventory）の
60 項目が用いられた。手続き 質問票は授業
を通して配布され 1 週間後に回収された。調
査は無記名。UPI の回答に際し、診断検査で
はないこと、回答結果から学生を呼び出すこ
とはしないこと、相談があるときは保健管理
センターで対応すること、申し出があれば調
査実施者が仲介できることが強調された。 
(3) 大学生の親子葛藤と道徳的自律 
調査協力者 埼玉県と東京都の大学に通う
大学 1 年生から 4 年生の親子、合計 280 名が
調査に協力した。道徳的自律タイプは(1)と同
様に、社会道徳的葛藤場面での「子どもの自
由裁量権判断」「親権威の正当性判断」「理想
とする解決方法」の質問から測定した。大学
生の精神的健康の測定には GHQ-28 検査を
用いた。 
 
４．研究成果 
(1) 中学生の道徳的自律と自己形成 
自由裁量判断 ＜理想＞の決め方と＜実際
＞の決め方別に、28 項目の自由裁量判断得点
を因子分析（最尤法－斜交回転）にかけた結
果，どちらも同様の 3 因子を抽出することが
できた。因子パターンと項目内容に基づき，
因子１：個人自由，因子２：自己管理，因子



３：親権威と命名した。尺度得点（1～5 点）
を求め，因子ごとに 2（性）×2（理想－実際）
の ANOVA を行った。その結果，すべての因
子で男女を問わず，自由裁量判断は，理想＞
実際（p<.01）となった。また「親権威」場
面において性差が有意になり，男子の方が自
由裁量判断が強かった（p<.01）。 
自由裁量判断と自尊感情，道徳的指向性との
関連 ＜理想＞と＜実際＞別に，性と 3 因子
別の自由裁量判断得点を説明変数とする重
回帰分析を実施した。すると，＜理想＞と＜
実際＞の両方において，「親権威」場面での
自由裁量判断が強いほど，自尊感情が高くな
ることが分かった（いずれも p<.05）。また，
「自己管理」場面での自由裁量判断が強いと，
「道徳的無力感」が高くなり（理想と実際，
p<.01），「向上的自愛」が低くなる（実際の
み, p<.05）関係が認められた。「個人自由」
場面での実際の自由裁量判断が高いと「向上
的自愛」も高くなる関係も認められた
（p<.05）。 
中学生においは，親の権限の強い場面であ

っても，自己決定権を発揮することが自尊感
情を高めることが示された。将来的には，対
象を高校生と大学生まで広げ，道徳的自律の
発達を自己形成の観点から検討を加えると
同時に，その発達的文脈としての親子葛藤に
ついて親子の相互影響性を考慮に入れた分
析が必要となるだろう。 

 
(2)高校生の道徳的自律と自己形成 
自由裁量判断 ＜理想＞の決め方と＜実

際＞の決め方別に，28 項目の自由裁量判断得
点を因子分析（最尤法－斜交回転）にかけた
結果，中学生と同様の 3 因子を抽出すること
ができた。因子パターンと項目内容に基づき，
因子１：個人自由，因子２：自己管理，因子
３：親権威と命名した。尺度得点（1～5 点）
を求め，因子ごとに 2（性）×2（理想－実際）
の ANOVA を行った。その結果，親権威因子
のみで，自由裁量判断は，理想＞実際（p<.01）
となった。性差は有意でなかった。 
自由裁量判断のパターン 6 つの尺度得点に
関して，K-means 法によるクラスター分析を
実施した。その結果，4 つのクラスターが見
出された。第 1 クラスターは，場面に関係な

く，自由裁量判断が顕著に低いため，「抑制
型」と命名した。自由裁量判断が個人自由場
面では高く，自己管理場面では中程度，親権
威場面では「抑制型」と同程度に低いクラス
ター2 は「規律型」，親権威場面のみで低いク
ラスター3 は「個人自由型」，親権威場面でも
高いクラスター4 は「自由奔放型」と命名し
た。 
自由裁量判断と自尊感情，道徳的指向性との
関連 2（性）×4（クラスター）の ANOVA
の結果，自尊感情に関しては有意な効果は認
められなかった。道徳的指向性の向上的自愛
（F(3,344)=3.19, p<.05）と無力感（F(3,345)=6.13, 
p<.01）に関して，クラスターの主効果が有
意になった。多重比較の結果，向上的自愛は
自由奔放型＜規律型・自由型，無力感は自由
奔放型＞自由型・規律型・抑制型となった。 
 本研究の社会道徳的場面には道徳領域の
要素を持つものはなかった。分析の結果，個
人自由（個人領域），自己管理（多面的）と
親権威（慣習領域）に相当する因子が認めら
れたことは社会的領域理論の知見とも一致
する。全体的に自由裁量判断傾向の高い中で，
親権威場面においても自由感を発揮しよう
とする奔放型が他のタイプと比べて道徳的
な自己形成の面で混乱を呈している状態が
示唆された。しかしながら，自尊感情との関
連は認められなかった。今後は，道徳的自律
の発達を自己形成の観点から検討を加える
と同時に，その発達的文脈としての親子葛藤
について親子の相互影響性を考慮に入れた
分析が必要となるだろう。 

 
(3)大学生の道徳的自律と自己形成 
道徳的自律のパターン 親子葛藤場面での
「親の権限の受容／自己決定」に関して，自
分の意志優先の自己決定をする判断を 1点と
し、7 場面ごとの合計得点が算出された。こ
の標準化得点について K-means法によるクラ
スター分析が実施された。その結果、3 つの
クラスターが見出された。第 1クラスターは，
身体外見と趣味嗜好の場面での親権威を認
めないクラスターであり，「規律型」と命名
された。第 2 クラスターは，反社会的場面と
礼儀作法場面では親権威を強く認め，身体管
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理場面でもある程度それを認めるものの，身
体外見，趣味嗜好，勉学進路，友達関係の場
面では強く自己決定を発揮するのが特徴で
あり、「自由型」と命名された。第 3 クラス
ターは，反社会的場面では親権威を認めるも
のの，その他の場面ではそれを認めないのが
特徴であり、「自由感肥大型」と命名された。 

Figure 1 各クラスターの自己決定得点の平均 

道徳的自律のパターンとUPIとの関連 60項
目の UPI 尺度から全般的不適応，健康度，不
健康度，不安障害，抑うつの得点が算出され，
クラスターを要因とする分散分析が実施さ
れた。その結果、クラスターの主効果はどれ
も有意には達しなかった。次に，UPI の呼出
基準に基づき、基準に該当する学生（呼出群）
と非該当の学生（通常群）とが区別された。
そしてクラスターとのクロス表が作成され
た。その結果、通常群では自由型の学生が顕
著であり、呼出群では肥大型の学生が多かっ
た（χ2

(2)=7.74, p<.05）。 
 

Table 1 クラスターと UPI との関連 

 
(4)大学生の親子の親子葛藤と道徳的自律  
因子分析とクラスター分析の結果、大学生

から見た地震の道徳的自律タイプは「統制不
全型（自由奔放型）」「抑制自律型」「過剰抑
制型」の 3 つに大別できることが分かった。
親から見た大学生のタイプ根ほぼ同様の方
に分けることができた。GHQ からとらえた精
神的健康は「統制不全型」がもっとも悪く、
「抑制自律型」と「過剰抑制型」の間には有
意差は認められなかった。また、「統制不全
型」は親子コミュニケーションでの応答性は
低く、親子葛藤における「嘘とごまかし」も
多いことが分かった。「統制不全型」の親は
親子葛藤において「あきらめる」事が多いこ
ともわかった。これらの結果は、過剰抑制が
青年期の適応を弱めることを示唆した今ま
での青年心理学研究の結果とは反する。(1)

～(3)において認められたように、青年期前
期での「抑制型」と後期での「統制不全型」
が発達的に連続していることが推察される。
かつての Kohlberg 理論における段階 2.5 が
青年期に認められるという結果との連続性
について考察し、道徳的自律と自己形成、及
び精神的健康との関係についてモデルを検
討した。 
 青年は親と葛藤するだけでなく，自己開示
をすることも多い。しかし，開示する内容は
領域に依存し，個人領域のものが多く，その
領域の話題に関しては，青年は親に嘘をつく
ことは少ない（首藤, 2012）。慣習違反や道
徳的逸脱に関する話題は持ち出さないとい
うことは，自己開示する内容を青年が自己決
定し，親の理解する青年の私生活を青年自身
がマネイジメントするということである。こ
の点は，今後の研究の展開につなげる必要が
ある。親のしつけが子どもの逸脱行動の内容
と文脈に適切であると認知する青年は，高い
向社会的価値を有することも見出されてい
る。親の場面の性質に適した統制や放任は、
青年の自律を促し、精神的健康を支える経験
になると考えられる。一方、親の場面の性質
を考慮しない「権威の放棄」と「過剰統制」
が子どもの自律を不安定にすると考えるこ
とができる。 
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